
財産管理事業（工事請負費） 950 万円

自治会活動事業
（自治公民館等緊急整備事業補助金）

2,000 万円

幼保一元化事業
（こども園経営基盤安定化補助金）

1 億 4,039 万円

幼児教育・保育推進事業
（特別支援保育事業補助金）

540 万円

新・省エネルギー普及事業
（調査委託料）

354 万円

緊急雇用就業機会創出事業
（起業支援型地域雇用創造事業委託料）

1,100 万円

林業補助金交付事業
（地元産材利用促進助成補助金）

300 万円

道路維持修繕事業（工事請負費） 1,500 万円

道路舗装事業（工事請負費） 1,000 万円

河川維持事業（委託料・工事請負費） 3,250 万円

６月定例会
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第
67
回
定
例
会
を
６
月
７

日
か
ら
28
日
ま
で
22
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の

改
正
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
主
な
質
疑
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

防
災
会
議
条
例
を
改
正
し

自
衛
隊
員
を
追
加  

問　

派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊
員
の

階
級
は
。
ま
た
、
災
害
時
、
県

知
事
に
自
衛
隊
出
動
を
要
請
す

る
以
外
に
、
市
長
が
直
接
に
出

動
要
請
で
き
る
近
傍
派
遣
も
あ

る
が
、
確
認
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
で
災
害
が
あ
っ
た
時
は
青

野
原
駐
屯
地
よ
り
自
衛
隊
が
出
動

す
る
の
で
第
３
３
９
高
射
中
隊
の
中

隊
長
が
派
遣
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
員
が

構
成
委
員
に
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

答　

本
来
な
ら
、
市
か
ら
要
請
す

べ
き
で
し
た
が
、
自
衛
隊
か
ら
も

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

防
災
会
議
の
委
員
に
原
子

力
や
地
形
、
地
質
な
ど
の
専
門

家
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
状
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

高
度
な
専
門
性
が
必
要
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
状
況
に

応
じ
て
専
門
家
を
交
え
て
特
別
委

員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
解
決
に

あ
た
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

字
の
区
域
変
更
及
び
字
の
廃
止

問　

字
は
歴
史
的
い
わ
れ
の
あ

る
も
の
も
あ
る
が
関
係
住
民
や

専
門
家
な
ど
の
意
見
を
確
認
し

た
か
。
ま
た
、
い
わ
れ
あ
る
字
名

は
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
。

答　

地
元
同
意
は
得
て
い
ま
す

が
、
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
対
応
を

研
究
し
ま
す
。

　

辺
地
に
か
か
る
財
政
上
の
計
画

問　

市
道
青
田
阿
草
線
で
山
崩

れ
の
た
め
危
険
な
個
所
が
あ
る

が
辺
地
債
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答　

土
砂
を
撤
去
し
た
が
安
全
の

た
め
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
す
。

辺
地
債
は
道
路
拡
幅
な
ど
に
適
用

で
き
ま
す
が
落
石
防
護
柵
だ
け
で

は
適
用
外
で
す
。
丹
波
竜
の
里
づ

く
り
計
画
の
遊
歩
道
整
備
の
中
で

落
石
防
止
を
検
討
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

問　

新
年
度
予
算
を
執
行
し
て

間
も
な
い
の
に
な
ぜ
総
額
３
億
円

も
の
補
正
予
算
が
必
要
な
の
か
。

答　

市
独
自
の
経
済
対
策
と
し
て

予
算
を
組
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
園

補
助
、
自
治
公
民
館
補
助
、
起
業

支
援
委
託
、地
元
産
材
補
助
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
、
市
道
舗
装
、
護

岸
修
理
な
ど
で
す
。

問　

こ
ど
も
園
経
営
基
盤
安
定

化
補
助
金
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

過
払
い
金
を
返
納
さ
れ
た
こ
ど

も
園
に
対
し
て
実
施
計
画
書
な
ど
を

提
出
し
て
も
ら
い
補
助
し
ま
す
。

問　

生
活
保
護
総
務
費
の
適
正

化
推
進
事
業
と
は
何
か
。

答　

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に

対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
変

更
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

問　

新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

事
業
の
調
査
内
容
は
。

答　

住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
30
カ
所

程
度
の
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
す
る
可
能
性
（
費

用
対
効
果
）
を
調
査
す
る
も
の
で

す
。

問　

緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出

事
業
の
起
業
支
援
型
と
は
何
か
。

答　

丹
波
の
魅
力
を
発
信
す
る
情

報
媒
体
な
ど
の
制
作
業
務
を
委
託

し
ま
す
。
今
回
の
委
託
業
務
終
了

後
も
、
そ
の
会
社
で
雇
用
を
継
続

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
な
収
益
性

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

問　

林
業
補
助
金
交
付
事
業
の

地
元
産
材
利
用
と
は
何
か
。

答　

住
宅
に
加
え
て
倉
庫
、
車
庫
に

地
元
産
木
材
を
使
っ
た
場
合
、
10
万

円
を
上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

問　

田
井
縄
水
源
の
検
査
状
況
は
。

答　

20
日
間
ご
と
に
調
査
し
て
お

り
、
７
月
の
調
査
で
基
準
値
に
下

が
ら
な
け
れ
ば
マ
ン
ガ
ン
除
去
装

置
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

問　

水
質
検
査
手
数
料
は
な
ぜ

高
額
に
な
っ
た
の
か
。

答　

原
水
52
カ
所
、
浄
水
45
カ
所

と
検
査
個
所
も
多
く
、
検
査
に
必

要
な
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

非
常
勤
特
別
職
報
酬
条
例
改
正

問　

条
例
改
正
の
趣
旨
は
。

答　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、成
年
被
後
見
人
は
選
挙
権
・

被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
成
年
被
後
見
人
が
入
所

さ
れ
て
い
る
施
設
（
不
在
者
投
票

施
設
）
で
の
投
票
立
会
人
の
報
酬

を
定
め
た
も
の
で
す
。

問　
立
会
人
は
誰
か
、
施
設
は
ど
こ
か
。

答　

立
会
人
は
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。
不
在
者
投

票
施
設
は
市
内
の
病
院
、
養
護
・

特
養
施
設
な
ど
17
カ
所
で
す
。

　

職
員
の
給
与
減
額
の
臨
時
特
例

問　

全
国
市
長
会
で
国
家
公
務

員
給
与
の
減
額
を
地
方
に
影
響

さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
緊

急
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
は
ず
だ

が
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

緊
急
ア
ピ
ー
ル
で
示
し
た
意

志
の
と
お
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
震
災
対
応
と
い
う
こ
と
で

や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

問　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
所
得

増
を
掲
げ
、
公
務
員
に
は
給
与

減
額
す
る
の
で
は
つ
じ
つ
ま
が

合
わ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

当
局
と
し
て
も
、
国
策
が
ち
ぐ

は
ぐ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問　

特
例
期
間
は

　
年
３
月
末

ま
で
な
の
か
。

答　

そ
の
と
お
り
で
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

反
対
討
論　
　

西
本
　
嘉
宏

賛
成
討
論　
　

岸
田
　
　
昇

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業

勘
定
補
正
予
算

反
対
討
論　
　

西
脇
　
秀
隆

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
制
定

反
対
討
論　
　

西
脇
　
秀
隆

前
川
　
豊
市

岸
田
　
　
昇

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
議
員
の
期
末
手
当
減
額
改
正
）

反
対
討
論　
　

林
　
　
時
彦

横
田
　
　
親

西
本
　
嘉
宏

藤
原
　
　
悟

賛
成
討
論　
　

岸
田
　
　
昇

木
戸
せ
つ
み

土
田
　
信
憲

第
　
回
臨
時
会
で
の
質
疑

　

５
月

　日
に
開
催
し
、
条
例

の
改
正
な
ど
を
慎
重
に
審
議

し
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　　

農
業
共
済
特
別
会
計
の

　
　
　
　
　
　

弾
力
条
項
適
用

問　

突
発
的
な
問
題
に
弾
力
条

項
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
予

備
費
を
充
用
す
る
な
ど
会
計
上

で
の
処
理
が
で
き
な
い
も
の
か
。

答　

制
度
の
性
質
上
、
弾
力
条
項
を

使
い
な
が
ら
会
計
上
独
立
さ
せ
て
行
う

方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

地
方
公
営
企
業
法
の
範
囲

で
あ
る
が
、条
文
適
用
の
根
拠
は
。

答　

法
第
24
条
第
３
項
の
、
業
務

に
「
必
要
な
経
費
に
不
足
が
発
生

し
た
と
き
」
と
い
う
も
の
を
根
拠

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

問　

資
産
割
の
み
の
改
正
だ

が
、
所
得
割
、
応
能
・
応
益
割

合
の
比
率
を
見
直
す
な
ど
の
検

討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

資
産
割
は
、
都
市
部
で
は
賦

課
し
て
い
な
い
市
が
多
く
、
当
市

で
も
徐
々
に
税
率
を
引
き
下
げ
て

い
く
方
針
で
あ
り
、
所
得
割
、
応

能
・
応
益
割
合
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
と
同
様
と
し
て
い
ま
す
。

問　

国
の
負
担
割
合
を
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
と
地
方
か
ら
の
声
を

国
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

反
対
討
論
　
　
西
本
　
嘉
宏

 

人
事
案
件

　

次
の
委
員
に
つ
い
て
、
同
意
案

件
を
可
決
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
固
定
資
産
評
価
員

　
柏
原
町
柏
原　

鬼
頭
　
哲
也

（
前
副
市
長
退
職
に
伴
う
選
任
）

26

66
29

議案・補正予算などを
慎重に審議

議案・補正予算などを
慎重に審議

６月定例会

６月補正予算のおもな内容



議　　　　　案

垣
内　

廣
明

臼
井
八
洲
郎

坂
谷　

高
義

岸
田　
　

昇

木
戸
せ
つ
み

土
田　

信
憲

山
本　

忠
利

太
田
喜
一
郎

太
田　

一
誠

足
立　

克
己

西
本　

嘉
宏

西
脇　

秀
隆

藤
原　
　

悟

田
坂　

幸
恵

平
井　

孝
彦

前
川　

豊
市

横
田　
　

親

林　
　

時
彦

荻
野　

拓
司

奥
村　

正
行

議決結果

議案第 68 号
　国民健康保険税条例の一部改正（５月臨時会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
原案可決

（賛 17、反２）
議案第 69 号
　防災会議条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
原案可決

（賛 17、反２）
議案第 74 号
　平成 25 年度国民健康保険特別会計事業勘定補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
原案可決

（賛 17、反２）
議案第 77 号
　職員の給与の臨時特例に関する条例制定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
原案可決

（賛 15、反４）
発議第４号
　議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 議

長
否決

（賛６、反 13）
決議第２号

橋下徹日本維新の会共同代表（大阪市長）の慰安婦問題等に
関する発言に強く抗議し、その撤回と謝罪を求める決議

× ○ × × ○ × × × × × ○ ○ × × × × × × × 議
長

否決
（賛４、反 15）

○…賛成　×…反対■賛否の分かれた議案等

■全員賛成で可決・同意した議案
　５月臨時会・６月定例会　議案の審議結果

承認第２号 税条例の一部を改正する条例制定に係る専決処分の承認（５月臨時会）

同意第３号 固定資産評価員の選任（５月臨時会）

選挙第１号 兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙（５月臨時会）

議案第 70 号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正

議案第 71 号 字の区域変更及び字の廃止

議案第 72 号 平成 25 年度阿草辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画策定

議案第 73 号 平成 25 年度一般会計補正予算（第１号）

議案第 75 号 平成 25 年度水道事業会計補正予算（第１号）

議案第 76 号 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

議案第 78 号 大手会館改修工事請負契約の締結

請願第７号 ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・治療の推進を求める請願

意見書第２号 脳脊髄液減少症に係るブラッドパッチ療法への保険適用と診断・治療の推進を求める意見書

決議第１号 いじめ対策に関する決議

議案一覧一 般 質 問
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  意見書を提出しました 決議を行いました

脳脊髄液減少症に係るブラッドパッチ療法への
保険適用と診断・治療の推進を求める意見書

　脳脊髄液減少症とは、交通事故、スポーツ外傷、落下事故、暴力等による頭頸部や全身への
衝撃が原因で、脳脊髄液が漏れ続け、頭痛、首・背中の痛み、腰痛、めまい、吐き気、視力低下、
耳鳴り、思考力低下等のさまざまな症状が複合的に発症する疾病と言われている。
　治療法として、硬膜外自家血注入療法、いわゆるブラッドパッチ療法の有用性が認められつ
つも、保険適用外であり、診断・治療基準も定まっていないため、患者本人の肉体的・精神的
苦痛はもとより、患者家族の苦労も計り知れないものがある。
　こうした中、昨年５月に、ブラッドパッチ療法が「先進医療」として承認され、７月からは、
平成 26 年度の保険適用をめざして本療法の治療基準づくりが開始された。
　また、国による世界初と言われる脳脊髄液減少症の周辺病態の研究も並行して行われることに
なっているが、脳脊髄液減少症患者の約８割は先進医療の対象となる「脳脊髄液漏出症」の診
断基準には該当しないため、脳脊髄液減少症の周辺病態の解明に大きな期待が寄せられている。
　よって、国におかれては、下記の事項について早急に対応するよう、強く要望する。

記

１　ブラッドパッチ療法の治療基準を速やかに定め、平成 26 年度に保険適用とすること。
２　「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に関する研究」を平成 25 年度以降も継続し、「診療
　　ガイドライン」の早期作成とともに、子どもに特化した研究及び周辺病態の解明を行う
　　こと。
３　脳脊髄液減少症の実態調査を実施し、患者・家族に対する相談及び支援体制を確立すること。
４　ブラッドパッチ療法に関する「先進医療」認定施設を各都道府県に最低１カ所設けること。

　　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　　平成 25 年６月 25 日　　
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・
文部科学大臣・厚生労働大臣・国土交通大臣　様

兵庫県丹波市議会　議長　奥　村　正　行

いじめ対策に関する決議

　この度、市内中学３年生生徒による、同級生
へのいじめ、集団暴行問題で逮捕者が出たこと
は、市民に大変大きな驚きと不安を与える誠に
残念な事件であった。
　丹波市教育委員会は加害生徒が昨年夏から不
特定多数の生徒に対する迷惑行為や嫌がらせを
やっていたことを把握しており、対応が不十分
なところも見受けられた。
　また、事件後に、無記名で行った児童生徒の
アンケートで当該中学校において「いじめを受
けている」が９人、「いじめている人がいると
聞いたことがある」が 135 人もあり、市内の小
中学校でも相当多くの子どもがいじめを受けて
いる状況が明らかになった。
　これまでの取り組みを見ると、市をあげて十
分な「いじめ対策」がなされているとは言えず、
反省と点検の上、対策を講ずることが必要であ
る。
　学校と教育委員会だけでなく、第三者も含め
た組織を立ち上げ協議することが必要である。
　よって、市は、自らこの問題について今後の
対応や取り組みの方向を検討し、市教育委員会
と一体となって「いじめのない学校づくり」を
すすめることを求めるものである。
　以上、決議する。

　　平成 25 年６月 28 日　
丹 波 市 議 会　

　

  　

荻
野
拓
司
議
員
　

公
共
施
設
更
新
問
題
へ
の

対
応
は

　
　

田
坂
幸
恵
議
員
　

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
向
け

積
極
的
に
検
討
を

　
　

全
国
の
自
治
体
で
、「
公

　
　

共
施
設
更
新
問
題
」
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
、「
日
々
の
暮

ら
し
を
支
え
、
ま
た
、
豊
か
さ

や
便
利
さ
を
作
り
出
し
て
き

た
上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施

設
が
近
い
将
来
、
一
斉
に
更
新

が
必
要
と
な
る
時
期
が
来
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
高
齢
化
と
人
口
減
、
財

政
状
況
の
悪
化
等
で
、
現
状

の
ま
ま
全
て
を
維
持
、
更
新

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
要
性

の
高
い
施
設
ま
で
良
好
な
状

態
で
保
て
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
先
進
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
神
奈
川
県
秦

野
市
は
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
、
①
現
状
の
課
題
を
明

ら
か
に
す
る　

②
役
所
内
の

共
通
認
識
形
成　

③
こ
の
実

態
を
白
書
に
ま
と
め
、
市
民

へ
の
公
開
と
今
後
の
対
応
を

図
る
と
さ
れ
て
お
り
、
白
書

は
全
国
で
77
自
治
体
が
作
成
、

作
成
中
は
19
自
治
体
に
ま
で

広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

丹
波
市
と
し
て
の
取
り
組

み
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
「
第
２
次
行
政
改
革
大

　
　

綱
」
で
将
来
の
財
源
不

足
を
見
込
み
、
公
共
施
設
の

整
理
合
理
化
の
基
本
方
針
を

定
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

組
み
も
参
考
に
、
公
共
施
設

の
廃
止
、
機
能
統
合
、
長
寿

命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

　
　

の
た
め
、
市
内
９
，
８
７
２

名
の
署
名
を
関
係
大
臣
に
提
出
し

た
。
文
科
省
は
、
来
年
度
に
所
得

制
限
を
撤
廃
、
兄
姉
が
小
学
３
年

生
以
下
、
第
３
子
以
降
は
す
べ
て

無
償
、
第
２
子
は
半
額
補
助
し
生

活
保
護
世
帯
は
第
１
子
も
無
償

だ
。
市
の
考
え
を
問
う
。

　
　

市
で
は
、
幼
稚
園
保
育

　
　

料
は
月
額
５
千
円
と

し
、
保
育
所
保
育
料
は
３
割

軽
減
し
て
い
ま
す
。
国
に
先

駆
け
て
無
償
化
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
の

動
向
に
は
十
分
注
視
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

風
疹
予
防
接
種
助
成
の

　
　

考
え
は
。

　
　

接
種
歴
の
な
い
23
歳
以

　
　

上
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
平
成
25
年
６
月
１
日
～

26
年
３
月
31
日
ま
で
の
接
種

分
を
助
成
し
ま
す
。
自
己
負

担
額
は
３
，
５
０
０
円
で
す
。

　
　

市
は
空
き
家
を
借
り
上

　
　

げ
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
貸

し
出
す
考
え
は
。
ま
た
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
考
え
は
。

　
　

空
き
家
を
「
資
源
」
と

　
　

し
て
「
再
生
」
す
る
た

め
の
賃
貸
住
宅
な
ど
、「
空
き

家
・
空
き
地
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
行
政
が
支
援
す
る

方
法
を
検
討
し
、
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

　
　

丹
波
市
誕
生
10
周
年
の
施

　
　

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
「
丹
波
市
市
民
憲
章
」
の

　
　

制
定
や
「※

１も
み
じ
賞
」
行

賞
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

問問

問問

答

答答

答答

△

幼
児
教
育
の
無
償
化
の
実
現
を

△

今
後
の
公
共
施
設
の
更
新
が
課
題

 市政を
  　ただす
 市政を
  　ただす

一
般
質
問

一
般
質
問

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

　一般質問とは、市政全般にわたり、市長その他の執行機関に対し、事務執行の状況や将来への方針などについて所
信をただしたり、報告や説明を求め、今後の政策提言に活かしていくことをいいます。
　６月定例会の内容をみなさんにお伝えします。
　なお、この一般質問の原稿はそれぞれ質問した議員が作成しています。

一 般 質 問

一 般 質 問



一 般 質 問 一 般 質 問
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前
川
豊
市
議
員
　

　

  　

西
脇
秀
隆
議
員
　

　

足
立
克
己
議
員
　

国
は
、
５
歳
児
か
ら
の

義
務
教
育
を
検
討

安
全
・
安
心
の
た
め
原
子
力

災
害
対
策
は

国
道
４
２
９
号
榎
峠
の

ト
ン
ネ
ル
化
を
早
期
に

　
　
　

平
井
孝
彦
議
員
　

学
校
給
食
を
完
全
米
飯
に

で
き
な
い
か

　

太
田
喜
一
郎
議
員
　

加
古
川
水
道
橋
の
有
効
活
用
は

　

西
本
嘉
宏
議
員
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
空
域
の

米
軍
低
空
飛
行
中
止
を

　
　

先
般
発
表
さ
れ
た
教
育

　
　

再
生
実
行
本
部
の
提
言

に
よ
る
と
「
５
歳
児
か
ら
小
学

校
に
加
え
る
」
と
の
案
が
あ

り
こ
れ
が
具
体
化
す
れ
ば
市

が
進
め
る
認
定
こ
ど
も
園
と

相
反
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

市
は
国
の
動
き
を
見
守
り
慎

重
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

教
育
再
生
実
行
本
部
が

　
　

首
相
に
提
出
し
た
提
言

案
で
は
「
幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
を
活
用
し
た

５
歳
児
教
育
の
義
務
化
に
つ

い
て
の
検
討
」
と
な
っ
て
い

て
直
ち
に
認
定
こ
ど
も
園
に

は
影
響
な
い
も
の
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
議
論
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

今
回
の
国
指
導
に
よ
る

　
　

地
方
公
務
員
の
給
与
削

減
は
全
国
市
長
会
を
は
じ
め

地
方
６
団
体
が
反
対
し
て
い

る
。
国
が
地
方
公
務
員
の
給

与
削
減
を
前
提
に
地
方
交
付

　
　

４
月
25
日
、
兵
庫
県
が

　
　

発
表
し
た
原
発
事
故
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
高
浜
原
発
再

稼
働
の
動
き
が
あ
る
が
市
長

の
考
え
は
。

　
　

将
来
は
原
発
に
頼
ら
な

　
　

い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
必
要
で
す
。
原
発

か
ら
30
キ
ロ
圏
外
の
国
の
指

針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

国
に
指
針
策
定
を
働
き
か
け

ま
す
。
再
稼
働
に
つ
い
て
は

国
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
動
向
を
見
守
り
ま
す
。

　
　

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
型
タ

　
　

ク
シ
ー
の
旧
町
外
利
用

を
求
め
る
市
民
の
声
に
応
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
も
、
地
域
公
共
交

　
　

通
活
性
化
会
議
で
、
福

祉
医
療
と
の
関
連
や
市
内
公

共
交
通
の
連
携
を
重
視
し
た

中
で
議
論
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
改
善
点
な
ど
も
う
少
し

　
　

３
月
定
例
会
以
後
、
ど

　
　

の
よ
う
な
活
動
を
し
た

の
か
。

　
　

丹
波
市
も
、
合
同
協
議

　
　

会
と
連
携
し
て
４
月
下

旬
に
京
都
府
、
兵
庫
県
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

両
市
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト

　
　

を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

両
市
住
民
間
の
交
流
は
、

　
　

地
元
や
地
元
組
織
の
改

修
促
進
合
同
協
議
会
が
中
心

と
な
っ
て
計
画
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
行
政

組
織
の
改
修
促
進
同
盟
会
で

は
国
道
昇
格
20
周
年
を
祝
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

丹
波
市
道
路
整
備
計
画

　
　

に
挙
が
っ
て
い
る
小
和

田
平
野
線
を
着
工
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

国
道
４
２
９
号
榎
峠
ト

　
　

ン
ネ
ル
整
備
の
進
捗
に

税
を
削
減
す
る
の
は
、
地
方

分
権
に
反
す
る
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

全
国
市
長
会
で
は
「
地

　
　

方
公
務
員
の
給
与
は
、

自
治
体
が
自
主
的
に
決
定
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
地
方
公

務
員
の
給
与
削
減
の
た
め
に

地
方
交
付
税
を
削
減
す
る
の

は
地
方
分
権
の
流
れ
に
反
す

る
も
の
」
と
考
え
ま
す
が
、

今
回
の
措
置
が
震
災
復
興
の

一
つ
の
対
策
と
し
て
の
措
置

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
と

し
て
理
解
し
て
い
ま
す
。

見
つ
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
　

昨
年
12
月
衆
議
院
比
例
区

　
　

の
投
票
が
前
回
と
比
較
し

て
落
ち
込
み
が
県
下
ワ
ー
ス
ト

２
で
あ
る
。
議
会
で
の
投
票
所

ま
で
の
交
通
手
段
確
保
の
請
願

採
択
も
含
め
、
市
選
管
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

議
会
の
請
願
採
択
に
つ

　
　

い
て
は
市
選
管
と
し
て

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
投
票
率
の
向
上

の
た
め
、
短
期
的
長
期
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
整
備
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

市
全
体
の
山
の
中
腹

　
　

３
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

に
林
道
な
ど
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

全
山
林
の
98
％
を
民
有

　
　

林
が
占
め
て
い
る
状
況

で
は
困
難
で
あ
り
、
現
状
で

は
「
森
林
経
営
計
画
」
に
基

づ
く
効
果
的
な
林
内
路
網
整

備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　

県
の
緑
税
を
財
源
と
す
る
事

　
　

業
が
、
あ
と
２
年
で
終
わ
る

が
、
活
用
す
る
た
め
に
も
県
に
要

望
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　

必
要
で
あ
る
と
判
断

　
　

し
た
時
に
要
望
し
ま
す
。

　
　

丹
波
市
学
校
給
食
は
、
市

　
　

島
地
域
を
除
く
全
て
の
地

域
で
、
週
１
回
の
パ
ン
給
食
を
実

施
し
て
い
る
。
心
身
と
も
に
、
成

長
す
る
こ
の
時
期
に
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、
和
食
を
中
心
と
し

た
献
立
と
食
育
が
必
要
だ
。
年

間
１
６
０
食
の
学
校
給
食
で
、
週

１
回
の
パ
ン
食
が
何
故
必
要
な
の

か
、
家
庭
で
も
充
分
に
食
べ
さ
せ

ら
れ
る
。
子
ど
も
に
何
を
食
べ
さ

せ
た
い
の
か
、
原
点
に
立
ち
返
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

児
童
・
生
徒
・
保
護
者

　
　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考

に
、
平
成
19
年
度
よ
り
、
原

則
週
１
回
の
パ
ン
給
食
、
週

４
回
の
米
飯
給
食
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
パ
ン
給
食
も
当

面
続
け
て
い
く
中
で
週
１
回

の
回
数
に
つ
い
て
は
、
今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

平
成
25
年
７
月
１
日
よ
り
、

　
　

０
歳
児
～
中
学
３
年
生
ま

で
の
通
院
・
入
院
に
か
か
る
医

　
　

 

加
古
川
左
岸
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
横
に
市
有

地
が
あ
る
。
職
員
用
駐
車
場
を

整
備
し
庁
舎
へ
の
歩
道
と
し
て

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
有
地
に
職
員
駐
車
場

　
　

を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
植
野
記
念
美
術
館
の
臨

時
駐
車
場
と
し
て
も
活
用
し

ま
す
。

　
　

こ
の
水
道
橋
と
連
結
す

　
　

る
よ
う
に
下
流
の
栄
橋
中

央
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
雑
草
で

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
「※
２

水み
ず
べ辺
の
楽が
っ
こ
う校
」
と
あ
わ
せ

て
再
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

再
整
備
や
維
持
管
理
は

　
　

地
域
の
意
向
を
聞
き
な

が
ら
土
木
事
務
所
と
調
整
し

ま
す
。

　
　

こ
の
水
道
橋
に
ネ
ー
ミ
ン

　
　

グ
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

担
当
部
で
研
究
し
ま
す
。

　
　

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
豊
岡

　
　

病
院
搬
送
ル
ー
ト
と
米

軍
低
空
飛
行
訓
練
空
域
（※

３ブ

ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
）
が
重
な
り

危
険
で
は
な
い
か
。
県
を
通

じ
て
中
止
を
要
請
す
べ
き
だ
。

　
　

県
は
、平
成
24
年
７
月
、

　
　

防
衛
大
臣
に
「
情
報
提

供
と
危
険
対
応
」
の
要
請
書

を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
運
航
会
社
や
関
係

自
治
体
で
協
議
と
対
応
策
が

示
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
公
契
約
条
例
」
で
、
公

　
　

共
工
事
等
の
低
価
格
競

争
を
改
善
し
、
労
働
者
の
低

賃
金
化
や
質
の
低
下
を
防
止

し
、
障
害
者
雇
用
な
ど
社
会

条
項
の
導
入
す
る
こ
と
は
ど

う
か
。

　
　

国
で
の
法
整
備
が
基
本

　
　

で
す
。
条
例
の
重
要
性

は
認
識
し
、
適
正
な
公
契
約
と

な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
貢
献
の
取
組
み
も
一
部

療
費
が
無
料
に
な
る
が
所
得
制

限
が
積
み
残
さ
れ
て
い
る
。
子

育
て
す
る
な
ら
、
絶
対
に
丹
波

市
だ
と
広
く
内
外
に
発
信
す
る

効
果
は
絶
大
と
考
え
る
が
。

　
　

所
得
制
限
は
、
保
護
者

　
　

の
う
ち
所
得
の
高
い
方
の

市
民
税
所
得
割
が
23
万
５
千

円
未
満
と
し
て
い
ま
す
。
全
体

の
98
％
が
無
料
化
に
該
当
者
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
は
、

現
行
の
所
得
基
準
で
継
続
し
ま

す
。

　
　

５
月
に
は
、
霧
島
ツ
ツ

　
　

ジ
が
群
生
す
る
氷
上
町

一
の
宮
神
社
に
大
型
観
光
バ
ス

な
ど
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

た
。現
地
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
、

ツ
ツ
ジ
の
保
護
対
策
な
ど
に
課

題
が
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新

た
な
観
光
地
に
対
し
て
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

　
　

観
光
施
設
整
備
補
助
制

　
　

度
の
活
用
や
観
光
分

析
、
戦
略
等
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
取
組
み
手
法
の
研
究
成
果

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

空
き
家
適
正
管
理
条
例（
仮

　
　

称
）
を
制
定
す
る
考
え
は
。

　
　

規
制
と
活
用
の
二
正
面

　
　

か
ら
積
極
的
な
施
策
展

開
を
し
ま
す
。

に
採
用
し
て
お
り
、
当
面
条

例
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
「
生
活
保
護
受
給
者
等
の
就

　
　

労
自
立
促
進
事
業
」
の
協

定
が
市
長
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
が
、
何
を

目
的
に
し
て
い
る
の
か
。
企
業

の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
困
窮
者
対
策
と
し

　
　

て
、
き
め
細
や
か
な
就

労
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
連
携
し
実
施
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
目
標
は
稼

働
能
力
を
有
す
る
生
活
保
護

受
給
者
数
を
勘
案
し
定
め
ま

す
。
企
業
側
の
特
別
な
扱
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問

問

問問

問問

問

問問問

問問

問

問問

問

問問

問

答

答

答

答

答

答

答答

答答答

答答

答答

答答

答答

答 △

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
給
食
の
様
子

　
（
中
央
小
学
校
）

△

先
生
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い

　

る
崇
広
幼
稚
園
児

△

大
飯
原
発
事
故
発
生
時
の
放
射
性
物

　

質
拡
散
傾
向
を
示
し
た
図　

△

「
完
成
し
た
加
古
川
水
道
橋
と

　
　

雑
草
が
生
い
茂
る
遊
歩
道
」

△

榎
峠
ト
ン
ネ
ル
化
の
要
望
活
動

一 般 質 問

一 般 質 問一 般 質 問

一 般 質 問
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横
田
　
親
議
員
　

　

  　

藤
原
　
悟
議
員
　

　

林
　
時
彦
議
員
　

未
来
を
拓
く
国
際
化
・
観
光
に

注
力
す
べ
き

防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど

防
災
対
策
の
促
進
を

市
民
総
が
か
り
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

土
田
信
憲
議
員
　

空
き
家
対
策
と

定
住
促
進
策
に
つ
い
て

　

坂
谷
高
義
議
員
　

街
づ
く
り
の
課
題
の
ひ
と
つ
、

道
路
整
備
は

　

木
戸
せ
つ
み
議
員
　

こ
ど
も
園
建
設
に

最
低
制
限
価
格
の
設
定
を

　
　

世
界
の
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

　
　

構
想
に
つ
い
て
具
体
的

な
進
捗
は
。

　
　

具
体
的
進
捗
は
あ
り
ま

　
　

せ
ん
が
、
重
要
と
と
ら

え
、
研
究
を
続
け
ま
す
。

　
　

前
回
の
定
例
会
で
提
案

　
　

し
た
起
業
コ
ン
ペ
の
進

捗
は
。

　
　

有
効
な
手
法
と
捉
え
て

　
　

お
り
、
引
き
続
き
検
討

し
ま
す
。

　
　

丹
波
市
国
際
交
流
協
会

　
　

の
市
内
外
国
人
支
援
に

つ
い
て
、
満
足
度
調
査
を
行

う
べ
き
で
は
。

　
　

必
要
だ
と
考
え
、
国
際

　
　

交
流
協
会
と
協
働
し
て

行
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
将
来
性
を
考
え

　
　

る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
と

の
国
際
交
流
を
強
め
る
べ
き

で
は
。

　
　

す
ぐ
に
実
現
は
で
き
ま

　
　

せ
ん
が
、
重
要
な
こ
と

　
　

原
子
力
災
害
の
対
策
委
員

　
　

会
の
早
期
立
ち
上
げ
を
。

　
　

国
の
方
向
性
や
県
の
計

　
　

画
改
正
状
況
を
見
定
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

学
校
の
屋
内
運
動
場
等

　
　

の
天
井
等
落
下
防
止
対

策
の
加
速
化
の
計
画
は
。

　
　

平
成
25
年
度
は
調
査
の

　
　

た
め
の
予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
27
年
度
に
対
策
を
完
了

す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

災
害
時
に
妊
産
婦
・
乳

　
　

児
専
用
の
避
難
所
「
妊

産
婦
・
乳
児
救
護
所
」
を
設

け
る
災
害
時
協
定
締
結
の
検

討
を
。

　
　
「
小
児
科
を
守
る
会
」
を

　
　

始
め
、「
丹
波
医
療
支
え

隊
」、「
連
合
婦
人
会
」
な
ど
、

地
域
医
療
を
守
る
丹
波
市
民

の
市
民
力
は
他
市
に
負
け
な

い
も
の
が
あ
る
。
現
在
策
定

中
の
第
二
次
丹
波
市
総
合
計

画
の
中
に
、「
市
民
総
が
か
り

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
て
は
ど
う
か
。
す
な
わ
ち
、

全
市
民
が
、
地
域
医
療
を
守

り
、
自
分
た
ち
の
健
康
を
守

り
、
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
わ

　
　

が
市
は
恵
ま
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
小
児

科
を
守
る
会
」だ
け
で
な
く
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
生
か
し
、
病
院

へ
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
市
民
の
活
動

は
重
層
的
な
広
が
り
が
あ
り

で
あ
る
と
考
え
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

丹
波
市
観
光
協
会
の
職
員

　
　

は
出
身
や
年
齢
な
ど
属
性

の
重
複
が
多
い
の
で
、
Ｉ
タ
ー

ン
者
や
若
者
を
採
用
す
る
規
定

を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

市
か
ら
は
観
光
協
会
の

　
　

職
員
採
用
は
指
示
で
き

ま
せ
ん
。

　
　

丹
波
市
採
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

を
創
出
で
き
な
い
か
。

　
　

継
続
的
な
情
報
発
信
の

　
　

手
法
と
し
て
研
究
す
べ

き
価
値
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

防
災
計
画
の
見
直
し
に

　
　

あ
た
っ
て
は
、
市
内
医

療
機
関
の
状
況
も
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ

　
　

ン
ト
、
地
域
観
光
資
源
を

丹
波
市
の
経
済
へ
波
及
さ
せ
る

行
政
の
関
わ
り
・
支
援
は
。

　
　

観
光
資
源
の
活
用
方
策
、

　
　

地
域
の
課
題
な
ど
、
観

光
戦
略
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
分

析
・
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

観
光
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

　
　

仮
設
ト
イ
レ
設
置
へ
の

補
助
の
考
え
は
。

　
　

地
元
な
ど
の
対
応
を
第

　
　

一
義
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

ま
す
。

　
　

市
長
は
若
い
世
代
と
の

　
　

意
見
交
換
の
場
を
積
極
的

に
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

若
い
人
た
ち
と
意
見
交

　
　

換
で
き
る
機
会
を
作
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
主

導
、
行
政
支
援
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
は
、
市
民
活
動
を
行

　
　

政
の
道
具
に
使
う
こ
と
な

く
、
邪
魔
を
す
る
こ
と
な
く
、

市
民
活
動
を
見
守
り
、
そ
の
力

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、「
配
慮
」
す
る
ぐ
ら
い
の

考
え
で
支
援
す
る
べ
き
だ
。

　
　

市
民
力
は
重
要
で
あ
る

　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
市
民
力
を
借
り
、「
参

画
と
協
働
」
の
も
と
、
行
政

は
き
め
細
か
な
「
配
慮
」
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

近
年
、
空
き
家
が
増
加

　
　

し
、
中
に
は
適
正
に
管

理
さ
れ
ず
、
近
隣
住
民
に
迷
惑

な
建
造
物
も
あ
る
。
本
年
度
の

新
規
事
業
で
あ
る
空
き
家
対
策

の
方
向
性
を
聞
き
た
い
。

　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
規
制
」
と
「
活
用
」
と
い

う
二
正
面
か
ら
、
包
括
的
な
対

策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。「
規

制
」
と
い
う
面
で
は
、
防
犯
・

環
境
問
題
や
崩
壊
等
の
危
険
性

を
持
つ
も
の
に
は
条
例
に
よ
る

強
制
的
な
取
組
み
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。「
活
用
」
と
い

う
面
で
は
、
空
き
家
を
重
要
な

資
源
と
し
て
捉
え
、
そ
の
活
用

方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
で
は
定
住
化
促
進
策

　
　

と
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
や
二
世
帯
同
居
を
始
め

る
場
合
、
住
宅
の
新
築
・
購

入
や
家
屋
の
改
修
に
対
す
る

補
助
制
度
が
あ
る
が
、
居
住

地
が
中
山
間
地
域
で
あ
る
場

　
　

６
町
合
併
し
て
辻
市
政

　
　

が
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
で
街
づ
く
り
が
行
わ

れ
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は

「
心
の
合
併
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
掲
げ
ら
れ
推
進
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
大
変
よ

い
こ
と
だ
が
、
私
は
そ
の
反

対
側
の
ハ
ー
ド
面
の
事
業
、

道
路
整
備
も
一
層
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
長
年
の
市
島
、

氷
上
両
地
域
の
懸
念
事
項
の

県
道
沼
市
島
線
、
県
道
絹
山

市
島
線
の
２
路
線
の
県
道
が

未
整
備
で
あ
る
。
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
合
併

を
し
て
山
の
向
か
い
側
が
同

じ
市
内
で
あ
る
の
な

ら
、
市
の
責
任
に
お
い

て
地
域
を
リ
ー
ド
し
、

い
ろ
ん
な
案
を
出
し

て
一
日
も
早
く
開
通

さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
の
路
線
の
今

　
　

認
定
こ
ど
も
園
を
安
全

　
　

安
心
で
夢
あ
る
施
設
に
す

る
た
め
、
建
設
の
入
札
に
最
低

制
限
価
格
の
設
定
を
法
人
に
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

県
当
局
の
指
導
を
仰
ぎ

　
　

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　

全
国
学
力
・
学
習
状
況

　
　

調
査
の
結
果
を
学
力
向

上
に
ど
う
活
か
す
か
。

　
　

結
果
を
も
と
に
、
学
力

　
　

傾
向
を
分
析
し
、
指
導

方
法
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
　

教
科
内
容
増
に
よ
る
つ

　
　

め
込
み
教
育
を
し
な
い
た

め
夏
休
み
を
10
日
間
短
縮
し
、

授
業
時
間
を
増
や
し
て
は
。

　
　

授
業
時
間
を
増
や
す
よ

　
　

り
教
員
の
指
導
力
を
向
上

し
て
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　

中
学
生
の
不
登
校
は
62

　
　

人
で
、
全
国
平
均
よ
り

多
い
。
そ
の
原
因
と
対
応
は
。

　
　

原
因
は
本
人
の
生
活
リ

　
　

ズ
ム
の
乱
れ
、
友
達
関

合
や
若
者
世
帯
に
は
保
育
料

軽
減
な
ど
魅
力
の
あ
る
制
度

に
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

現
行
制
度
は
、
対
象
者
の

　
　

年
齢
や
居
住
地
域
を
特
定

せ
ず
に
利
用
で
き
る
制
度
と
し

て
お
り
ま
す
。
他
市
町
で
は
、

補
助
対
象
地
域
の
限
定
、
補
助

対
象
者
の
年
齢
を
制
限
し
て
い

る
例
や
、
居
住
地
域
に
よ
る
加

算
、
子
育
て
世
帯
へ
の
加
算
の

例
も
あ
り
ま
す
。
現
行
制
度
の

期
限
が
迫
る
中
、
財
政
事
情
を

勘
案
し
な
が
ら
制
度
研
究
を
し

ま
す
。

後
の
あ
り
方
は
。

　
　

将
来
の
市
を
構
想
す
る

　
　

う
え
で
、
全
市
的
に
そ
の

必
要
性
や
整
備
効
果
の
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
で

の
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
て

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
、
丹
波
で
注
目
を
集

　
　

め
て
い
る
、
丹
波
の
名

工
、
中
井
一
門
の
彫
刻
群
の

取
り
扱
い
は
い
か
が
か
。

　
　

建
造
物
と
あ
わ
せ
て
中

　
　

井
一
門
の
彫
刻
が
、
歴

史
文
化
遺
産
と
し
て
保
護
、

顕
彰
さ
れ
る
よ
う
、
文
化
財

的
な
面
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

係
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で

す
。
き
め
細
か
に
支
援
し
相

談
活
動
を
充
実
さ
せ
対
応
し

ま
す
。

　
　

重
篤
な
患
者
の
病
院
へ

　
　

の
通
院
は
福
祉
的
観
点
か

ら
「
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
」
か

タ
ク
シ
ー
券
増
発
で
対
応
を
。

　
　

病
院
へ
の
通
院
は
公
共

　
　

交
通
機
関
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

柏
原
大
手
会
館
の
人
物
館

　
　

構
想
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ

　
　

の
壁
面
を
利
用
し
た
パ
ネ

ル
展
示
を
し
、
丹
波
市
に
縁
の

あ
る
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

問問

問問問

問

問問

問問

問問

問問

問

問

問

問

問問問問

問問

答答

答答答答

答答答 答

答答

答

答

答

答答

答

答答答 答

答答

△

二
世
帯
家
族

△

い
ま
丹
波
に
住
む
人
々
の
意
識

　

に
変
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

△

こ
の
先
行
き
止
ま
り
の
県
道
２
路
線

△

病
院
へ
の
差
し
入
れ

（
医
療
支
え
隊
）

一 般 質 問

一 般 質 問一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問 一 般 質 問

△仲良く遊ぶ園児たち

△早急な取組みが必要な
　天井等落下防止対策　
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　市政について、直接市議会に要望や希望をだす
ことができる制度として、請願・陳情があります。
議員をとおして意見や要望を文書で伝えることを

「請願」といい、議員をとおさずに文書を市議会
に提出することを「陳情」といいます。
　市議会へ請願・陳情をしようとされる方は、次
の要領で提出してください。

１　日本語で、請願・陳情の件名、趣旨、提出年
月日、請願（陳情）者の住所、氏名（法人の場合は、
その所在地および代表者氏名）を記載し、押印
のうえ丹波市議会議長あてに提出してください。

２　請願書は、表紙に紹介議員１人以上の署名ま
たは記名押印が必要です。

３　請願（陳情）者が２人以上の場合は、代表者
を定めてください。

請 願 ・ 陳 情 に つ い て

公
共
施
設
再
配
置
に
つ
い
て

（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

　

平
成
20
年
４
月
に
「
公
共
施
設

再
配
置
計
画
担
当
」
を
設
置
さ
れ

「
公
共
施
設
白
書
」
の
策
定
、
平

成
21
年
12
月
に
検
討
委
員
会
設

置
、
平
成
22
年
10
月
に
「
秦
野
市

の
公
共
施
設
の
再
配
置
に
関
す
る

方
針
」
を
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
、「
新
規
の

公
共
施
設
は
建
設
し
な
い
」「
現
在

あ
る
公
共
施
設
の
更
新
は
、
優
先

順
位
を
つ
け
た
う
え
で
大
幅
に
圧

縮
す
る
」「
40
年
か
け
て
、
更
新

の
対
象
と
な
る
施
設
面
積
の
31
％

（
７
２
，
４
０
０
㎡
）
を
減
ら
し
、

３
４
６
億
円
の
財
源
不
足
を
解
消

す
る
」な
ど
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
で
も
生
涯
学
習
施
設
整

備
計
画
の
み
な
ら
ず
、
他
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
も
将
来
更
新
が
困

難
に
な
っ
て
い
く
状
況
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
財
政
状

況
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
の
う
え

再
配
置
に
取
り
組
む
責
任
と
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

（
山
梨
県
山
梨
市
）

　

山
梨
市
は
、
平
成
10
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

平
成
17
年
３
月
の
合
併
後
、
平

成
18
年
３
月
に
、
職
員
に
よ
る
定

住
促
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
総
務
省
か
ら
講
師
を
招

い
て
勉
強
会
や
経
済
波
及
効
果
試

算
を
行
う
な
ど
し
て
、
平
成
18
年

９
月
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
制
度

の
中
で
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

協
定
を
結
ん
だ
の
は
山
梨
市
が
全

国
で
１
番
目
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
空
き
家
管
理
条

例
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

防
犯
上
の
懸
念
や
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
建
物
へ
の
対
応
は
、
所
有

者
へ
の
「
お
願
い
」
に
と
ど
ま
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
他
の
定
住
に

つ
な
が
る
支
援
策
と
し
て
、
自
宅

改
修
費
用
の
補
助
、「
空
き
店
舗

バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
に
対
す
る

補
助
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

定
住
促
進
策
の
一
環
と
し
て
、

空
き
家
を
「
資
源
」
と
し
て
と
ら

え
て
活
用
し
て
い
く
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
の
有
効
性
と
、
空
き
家
管

理
条
例
に
よ
る
適
正
管
理
は
両
面

で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

Memo

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

本
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

調
査
・
研
究
す
る
た
め

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

９月定例会の予定

９月

2 月 本会議（議案提案） 9：30

4 水 本会議（一般質問） 9：00

5 木 本会議（一般質問） 9：00

6 金 本会議（一般質問） 9：00

9 月 本会議（決算、議案質疑） 9：30

12 木 総務常任委員会 9：30

13 金 民生常任委員会 9：30

17 火 産業建設常任委員会 9：30

19 木 決算特別委員会 9：30

20 金 決算特別委員会 9：30

24 火 決算特別委員会 9：30

26 木 決算特別委員会 9：30

30 月 本会議（議案の採決） 9：30
＊４～６日の本会議（一般質問）の開催時間は午前９時からです。
＊上記の日程につきましては、変更となる場合もありますので、
　最新の情報はホームページでご確認ください。

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

５
月
23
～
24
日

　

  　

臼
井
八
洲
郎
議
員
　

　

  　

太
田
一
誠
議
員
　

林
業
再
生
と

林
業
振
興
の
取
り
組
み
は

経
済
活
性
化
は

小
さ
な
市
民
協
働
か
ら

　
　

市
の
森
林
面
積
率
は
約

　
　

75
％
で
あ
り
、
県
下
で

も
５
番
目
に
広
い
面
積
を
有
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
で
は

木
材
需
要
の
落
ち
込
み
と
価

格
の
低
迷
に
よ
り
、
林
業
経
営

を
圧
迫
し
、
手
入
れ
不
足
の
森

林
が
増
加
し
て
い
る
。

　

昔
よ
り
、
森
林
の
持
つ
保

水
力
、
水
害
、
土
砂
災
害
の

防
止
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

国
に
お
い
て
は
、
個
々
の

切
り
捨
て
間
伐
か
ら
、
ま
と

ま
っ
た
面
積
の
搬
出
間
伐
に

補
助
金
を
交
付
す
る
と
し
て

い
る
。
市
に
お
い
て
も
森
林

経
営
計
画
に
の
っ
と
っ
て
、

作
業
道
と
高
性
能
林
業
機
械

（
グ
ラ
ッ
プ
ル
、ハ
ー
ベ
ス
タ
）

導
入
を
一
体
的
に
行
い
、
林

業
再
生
、
林
業
振
興
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
で
は
、「
丹
波
市
森

　
　

林
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
　

３
月
の
一
般
質
問
で
、
こ

　
　

れ
ま
で
の
経
済
対
策
と
は

異
な
る
視
点
で
ど
の
よ
う
に
取

り
組
も
う
と
す
る
の
か
聞
い
た

が
、「
事
務
事
業
評
価
や
予
算

編
成
で
、
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
行
う
予
定
」
と
さ
れ
た
。
私

が
こ
れ
ま
で
関
わ
り
を
持
っ
て

取
り
組
ん
だ
医
療
参
画
分
野
で

の
市
の
取
組
み
や
考
え
方
は
。

　
　

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

　
　

診
療
機
能
が
低
下
し
た

病
院
に
対
し
、
自
ら
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
平
成
19
年
ご

ろ
か
ら
地
域
医
療
を
守
る
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
団
体

の
主
体
性
を
尊
重
し
、
協
働

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

総
合
計
画
の
位
置
づ
け

　
　

と
、
団
体
活
動
に
対
し
て

の
補
助
や
支
援
の
考
え
方
は
。

　
　

後
期
基
本
計
画
に
お
い

　
　

て
市
民
団
体
と
の
連
携

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
平
成

を
策
定
し
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
森
林
の
あ
る
べ

き
姿
や
、
森
林
管
理
の
方
向

を
示
し
て
い
ま
す
。「
森
林

再
生
を
目
指
す
森
林
づ
く

り
」
の
具
体
策
と
し
て
、
森

林
経
営
計
画
を
進
捗
さ
せ

る
た
め
、
施
業
地
の
集
約

化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
購

入
、
林
道
整
備
事
業
、
作
業

道
整
備
の
上
乗
せ
支
援
に
対

し
て
、
市
単
独
の
補
助
金
制

度
を
設
け
て
展
開
し
て
い
ま

す
。

21
年
度
か
ら
「
医
療
を
守
る

丹
波
会
議
」
の
参
加
グ
ル
ー

プ
な
ど
へ
の
助
成
制
度
が
で

き
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
も

協
力
を
求
め
ら
れ
た
際
は
可

能
な
限
り
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　

市
民
パ
ワ
ー
の
活
用
に

　
　

つ
い
て
平
成
26
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
っ
て
考
え
は
。

　
　

市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
と

　
　

意
見
交
換
の
機
会
を
設

け
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
進

め
ま
す
。

問問

問

問

答答

答

答

△高性能林業機械による搬出作業

△夢トークの様子

一 般 質 問

一 般 質 問

※
１　

も
み
じ
賞

　

丹
波
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
表
彰
で
、
教

育
、
文
化
、
産
業
、
建
設
、
社
会
福
祉
、
納
税
、
衛
生
、

消
防
、
交
通
安
全
、
体
育
振
興
、
行
政
そ
の
他
公
益

に
貢
献
し
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
呈
さ

れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
善
行
者
表
彰
の
「
か
た
く
り
賞
」
が
あ
り

ま
す
。

※
２　

水
辺
の
楽
校
（
み
ず
べ
の
が
っ
こ
う
）

　

安
全
に
水
辺
に
近
づ
け
る
た
め
の
水
辺
整
備
な
ど

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
水
辺
で
の
遊
び
や
自
然
体

験
を
豊
か
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
国
土
交
通
省
が
進

め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

※
３　

ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト

　

日
本
に
８
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
米
軍
低
空
飛
行
訓

練
域
の
ひ
と
つ
で
、
中
国
地
方
を
縦
断
す
る
ル
ー
ト

で
す
。

　

そ
の
東
端
が
兵
庫
県
の
一
部
に
も
か
か
る
と
い
わ

れ
て
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議会報告会を  開催しました議会報告会を  開催しました
　市民のみなさんからいただいた議会に対する要望・提言などの

うち、継続して調査を進める必要があるもの、または調査研究を

行い、市政に反映するために政策形成方策の検討や議会外部評価

への活用を図る必要があると考えられるものについて、調査研究

し、今後の政策提言につなげていきます。

　５月 13 日から 17 日にかけて議員 20 人が３班に分か
れて市内６会場において　議会報告会を開催しました。
　287 人の市民のみなさんに参加いただき、３月定例会
審査概要の議会報告を行い、市政などについて市民のみ
なさんと意見交換を実施しました。
　各会場の参加者や会場にてご協力いただいたアンケー
ト結果は次のとおりです。

●　ＩターンやＵターン者など外からの受け入れに力を入れられているが、外から人を呼ぶ

ことより丹波市に残ってもらう対策が必要だ。

●　市内の校区ごとの人口も増えているところもあるが、周辺地は人口が減り過疎高齢化問

題に直面している。議会では、人口対策の議論はされているのか。

●　過疎高齢化がどんどん進んでいる中で、議会はどのような活動をしておられるのか。そ

れぞれの議員はどのように認識されているのか。

●　人口減、高齢者対策で、議員は視察にも行かれたようだが、行かれるだけでなくそれを

早く政策として市に提言することこそ大事だ。

●　地域づくり交付金額は、建物の面積割、人口割などになっている。人口が多くても推進

委員は１人だ。人口の少ない校区でも１人なのは理解できない。推進委員の報酬は10万円

程度で、パソコンを使える人材を雇うのには安い。交付金を見直して、人口割を増額して

もらいたい。

　　元気づくり交付金を建物など、自由に使わせてもらいたい。

　　行政は借金を減らすだけでなく、住民サービスのことも考えてもらいたい。

●　地域医療対策で、県立柏原病院と柏原赤十字病院との統合の方向が検討されているが、

議会の考え方はどうか。丹波市だけでなく、篠山市も含めた対策を考えるべきではないか。

●　交通安全対策で丹波市では事故が多発し、丹波市が県下の悪いモデルとなっている。

●　私の自治会では全戸約 280 戸のうち 40 戸弱が空き家になっている。空き家対策を要望

しておく。法的に処理できるように早く条例を整備してもらいたい。

みなさんの意見を
　　引き続き調査研究します
みなさんの意見を
　　引き続き調査研究します

議会報告会アンケート結果

参加者の居住地 参加者の年齢

開催の情報 報告内容はどうでしたか

説明はどうでしたか あなたの声は議会に反映していますか

30代以下  ２％
40 代  6％

50 代  29％

良い  39%

良くない   7%
未回答  7%

やや思う
38%

分かりやすい
32%

思わない
34%

どちらとも言えない
51%

分かりにくい
12%

わからない
16%

わからない
16%

思う  7%未回答  5%

どちらとも
言えない 
47%

60 代  61％

70 代以上  1％
未回答  1％柏原  7%

氷上
24%

議会だより
たんばりんぐ
29%

議会
ホームページ
6%

市防災無線
8%

その他
14%

未回答  2%

未回答  5%

議会フェイスブック
2%

自治会からの
案内
39%

青垣
20%

春日
16%

山南
13%

市島
20%

議会報告会 議会報告会

122013.7　議会だより13 議会だより　2013.7　



平成 24年度  　　　　　  の政務調査費
収支を公表します

政務調査費 政務調査費

142013.7　議会だより15 議会だより　2013.7　

　政務調査費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、議会の会派または会
派に所属しない議員に対して交付されます。地方自治法の規定に基づき、交付対象や交付額、
交付の方法及び使途基準などについては、各自治体の条例で定めることになっています。
　丹波市議会では、議員１人当たり年 12 万円で、５月と 11 月の２回に分けて交付されます。
なお、交付された政務調査費に年度末で残額があった場合は、これを返還することとなってい
ます。使い方については、研修会などへの参加費・先進地を調査するための旅費・調査研究活
動のための資料購入や資料作成など、議員の政務活動に役立てるよう各会派・議員の責任にお
いて適正な執行に努めています。
　なお、「政務調査費」は、平成 25 年度から「政務活動費」に名称変更となっています。

会派名
人
数

交付額
支　　　　　　出

支出合計 返還額
調査研究・研修費（下段：調査先と内容） 広報費 事務費ほか

市民クラブ
５
人

450,000

７月４日～６日
北海道北斗市（子育て支援事業）
北海道岩見沢市（地場農産品流通促進事
業、農産物消費拡大促進協議会）
北海道余市町（定住自立圏構想）

454,700 230,118 0 684,818 0

新生会
４
人

360,000

４月 24 日～ 25 日
岩手県遠野市（後方支援活動）
岩手県花巻市（合衆市イーハトーブ花巻
の取り組み）

197,632 131,840 0 329,472 30,528

政友会
３
人

270,000

７月５日
兵庫県宍粟市（森林政策、森のゼロエミッ
ション構想）

５月 24 日～ 25 日
新潟県見附市（健康の駅事業、地域づく
りの取り組み）

80,970 111,971 0 192,941 77,059

丹政クラブ
３
人

270,000

７月５日
兵庫県宍粟市（森林政策、森のゼロエミッ
ション構想）

11 月 30 日
京都府亀岡市（パソコンの議場等への持
ち込み）

21,715 0 9,870 31,585 238,415

公明党
２
人

180,000

４月 24 日～ 25 日
岩手県遠野市（後方支援活動）
岩手県花巻市（合衆市イーハトーブ花巻
の取り組み）

７月 17 日
三重県多気町（高校生レストラン「まご
の店」）

112,507 0 3,420 115,927 64,073

日本共産党
議員団

２
人

180,000
７月 21 日～ 22 日
　静岡県（第 54 回自治体学校 in 浜松）

75,470 147,850 0 223,320 0

自由クラブ
２
人

180,000

４月 24 日～ 25 日
岩手県遠野市（後方支援活動）
岩手県花巻市（合衆市イーハトーブ花巻
の取り組み）

98,814 65,920 0 164,734 15,266

改革クラブ
２
人

180,000

４月 24 日～ 25 日
岩手県遠野市（後方支援活動）
岩手県花巻市（合衆市イーハトーブ花巻
の取り組み）

98,814 65,920 0 164,734 15,266

足立正典
１
人

60,000 ０ 0 0 0 60,000

合　　計 2,130,000 1,140,622 753,619 13,290 1,907,531 500,607

会派名
人
数

交付額
支　　　　　　出

支出合計 返還額
調査研究・研修費（下段：調査先と内容） 広報費 事務費ほか

日本共産党
議員団

２
人

60,000

１月 23 日
　京都府宮津市（若者定住対策、若者定住戦略会議）
２月 12 日～ 13 日

筑後地域雇用創造協議会（九州ちくご元気計画）
佐賀県武雄市（いのしし課、フェイスブック・シティ
課、F ＆ B 良品の取り組み、議会へのパソコン導入）

40,046 68,145 0 108,191 0

新生会
５
人

150,000

２月 12 日～ 13 日
筑後地域雇用創造協議会（九州ちくご元気計画）
佐賀県武雄市（いのしし課、フェイスブック・シティ
課、F ＆ B 良品の取り組み、議会へのパソコン導入）

186,730 0 0 186,730 0

新風会
３
人

90,000

１月 21 日～ 22 日
石川県能美市（定住促進助成制度、子育て支援）
岐阜県中津川市（チャレンジ 25 地域づくり事業、
環境への取り組み）

60,706 0 0 60,706 29,294

公明党
２
人

60,000

２月 12 日～ 13 日
筑後地域雇用創造協議会（九州ちくご元気計画）
佐賀県武雄市（いのしし課、フェイスブック・シティ
課、F ＆ B 良品の取り組み、議会へのパソコン導入）

74,692 0 0 74,692 0

市民クラブ
３
人

90,000

１月 21 日～ 22 日
　石川県能美市（定住促進助成制度、子育て支援）
　岐阜県中津川市（チャレンジ 25 地域づくり事業、
　環境への取り組み）
２月 19 日～ 20 日
　兵庫県丹波市（ハローワーク柏原）
　兵庫県宝塚市（ワークサポート宝塚）
　兵庫県川西市（川西しごと・サポートセンター）
　兵庫県西宮市（しごとサポートウェーブにしきた）
　兵庫県神戸市（ワークサポートたるみ）

73,091 0 0 73,091 16,909

丹政クラブ
２
人

60,000

２月 19 日～ 20 日
　兵庫県丹波市（ハローワーク柏原）
　兵庫県宝塚市（ワークサポート宝塚）
　兵庫県川西市（川西しごと・サポートセンター）
　兵庫県西宮市（しごとサポートウェーブにしきた）
　兵庫県神戸市（ワークサポートたるみ）

24,772 0 4,200 28,972 31,028

垣内廣明 １
人 30,000 0 0 0 0 30,000

臼井八洲郎 １
人 30,000

２月 16 日～ 17 日
福岡市医師会主催（市民公開講座「総合医時代が
やってくる」）

39,885 0 0 39,885 0

奥村正行 １
人 30,000 0 0 8,900 8,900 21,100

合　　計 600,000 499,922 68,145 13,100 581,167 128,331

平成 24 年度　政務調査費収支一覧（平成 24 年４月～平成 25 年３月）
【改選前】（平成 24 年４月～ 12 月） 議員数　24 名 【改選後】（平成 25 年１月～平成 25 年３月）議員数　20 名（単位：円）　 （単位：円）　


